
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「シアワセを獲得シリーズ」第２弾 
  

草加市と獨協大学地域と子どもリーガルサービスセンターの共催で、2018 年 12 月 8 日（土）に託児付で講演会が

ありました。笑顔であふれる家族とは、子どもや親、夫婦関係など、どうしたらシアワセになれるのか、先生の温かい雰囲気と

ともに心地よく伺うことができました。 

 先生のお話で印象的な言葉がたくさんありましたが、その一つに「気づきはマイナスではない」という一言がありました。自分

の気持ちに気づくことが幸せを獲得できることにつながるそうです。 

この他「健康な家族にあるもの」とはなにか？や、心理の専門家である先生から、日常で使えるカウンセリングの視点につ

いて具体的な事例とともに説明して頂きました。その中に、見方を変える「ポジティブ・リフレーム」があります。たとえば「あきや

すい」と言葉をかける場合と、ポジティブに表現した言葉を選び「好奇心が旺盛ね」と言葉をかけた場合、かけられた人はどの

ような気持ちの変化があるでしょうか。かけられた人にとって、力づけの言葉になるのは

どちらになるのか、言葉は、私たちが想像している以上に「感情と行動を拘束する力

がある」というお話もとても興味深く伺いました。 

講演の最後に「家族内の問題は家族を育むチャンスであり、問題に取り組む時期

に遅い早いはない」というところが心に響きました。この紙面には書ききれないお話がた

くさんあった素敵な講演でした。 
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